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令和3年4月臨時会・5月臨時会
6月定例会・7月臨時会報告号

令和3年9月定例会の会期予定は9月24日（金）から10月14日（木）の日程で調整中です。正式な日程は議会運営委員会で協議されます。

1 面
◆4月臨時会の議決の概要
◆5月臨時会の議決の概要
◆6月定例会の動き
◆6月定例会の議決の概要
◆7月臨時会の議決の概要

2・3 面
◆一般質問

4・5 面
◆埼玉県議会議員名簿

6・7 面
◆委員会リポート
◆意見書・決議
◆主要会派から
◆請願

8 面
◆議長と副議長に聞く
◆フォトコンテスト作品募集中！
◆県議会クイズ

埼玉県立春日部女子高等学校　3年生
中村 美陽 様

右記のQRコードを読み込み、アプリ「COCOAR」をダウンロードして、上の写真にスマート
フォンをかざすと、フォトコンテストの他の入賞作品をご覧になれます。
QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。iPhoneはApple Inc.の商標または登録商標です。
AndroidはGoogle Inc.の商標または登録商標です。

プレゼント付き！

主 な 内 容

題字

iPhone用 Android用

県議会マスコット
「ポッポ」

6月14日（月）から7月2日（金）までの19日間
にわたり開かれました。

知事提出議案について、知事から提案説明が行われまし
た。

6月14日 開会日

15人の議員が質疑・質問を行い、活発な論議が行われま
した。� （２・３面）
6月18日には、知事追加提出議案について知事から提案
説明が行われました。同議案は急を要するため、同日中
に常任委員会で審査が行われ、委員長報告を経て、討
論・採決が行われました。

6月18日・21日～24日 一般質問

補正予算・条例などの議案および請願の審査などが行わ
れました。� （6面）

6月18日・28日 常任委員会

付託案件の審査が行われました。� （6面）

6月29日・30日 特別委員会

各委員会の委員長報告を受けて討論・採決が行われまし
た。

7月2日 閉会日

6 月 定 例 会 の 動 き 6月定例会の議決の概要

7月臨時会の議決の概要

●知事提出議案
● 令和3年度埼玉県一般会計補正予算（第6

号）歳入歳出予算補正額　　　　　　　
121億498万6千円
・�まん延防止等重点措置等により経営に影
響を受けた県内事業者を支援する経費
・�高齢者等が入所する施設の職員を対象と
したPCR検査の実施に要する経費

● 令和3年度埼玉県一般会計補正予算（第7
号）（急施）歳入歳出予算補正額

　488億8,112万1千円
・�6月21日からのまん延防止等重点措置等
に伴う飲食店及び大規模施設等への感染
防止対策協力金支給事業の実施に要する
経費
・�新型コロナウイルス感染症生活困窮者自
立支援金支給に要する経費

● 埼玉県屋外広告物条例の一部を改正する
条例

など15件を可決、2件に同意

●議員提出議案
● 新型コロナウイルス感染症対応地方創生

臨時交付金の地方への速やかな交付を求
める意見書

● 国産ワクチン・治療薬等の製造拠点の県
内誘致を求める決議

など14件を可決

●知事提出議案
● 令和3年度埼玉県一般会計補正予算（第8

号）歳入歳出予算補正額
　683億6,781万5千円
の1件を可決

第16回埼玉県議会フォトコンテスト　入選「祈り」　
撮影者：斉藤 重利 様　　撮影場所：熊谷市

表紙
写真

● 令和3年度埼玉県一般会計補正予
算（第4号）歳入歳出予算補正額　
272億332万7千円

の1件を可決

●議員提出議案
● 新型コロナウイルス感染症まん

延防止等重点措置等の制度設計
における協議プロセスの国民へ
の明確な発信等を求める意見書

の1件を可決

●議員提出議案
● 新型コロナウイルス感染症まん

延防止等重点措置等における事
業者への支援措置の充実等を求
める意見書

● 新型コロナウイルス感染症まん
延防止等重点措置等における事
業者への支援措置の充実等を求
める決議

の2件を可決

5月臨時会の議決の概要

● 令和3年度埼玉県一般会計補正予
算（第5号）歳入歳出予算補正額　
509億2,571万3千円

の1件を可決

採決の様子

● 令和3年度埼玉県一般会計補正予
算（第3号）歳入歳出予算補正額　
24億6,903万1千円

の1件を可決

4月臨時会の議決の概要

5月11日開催

4月27日開催

5月31日開催

7月9日開催

●知事提出議案

●知事提出議案

●知事提出議案



6月定例会の一般質問は、6
月18日から行われました。15
人の議員が質疑・質問を行い、
活発な論議が行われました。

荒
川
堤
防
か
さ
上
げ
に
伴
い

Ｊ
Ｒ
川
越
線
荒
川
橋
り
ょ
う

の
架
け
替
え
が
決
ま
っ
て
い
る
。

５
者
協
議
会
の
調
査（
※
１
）の
委

託
業
者
が
決
定
し
た
が
、
こ
の
調

査
項
目
に
橋
り
ょ
う
全
体
を
複
線

化
仕
様
に
し
た
建
設
費
用
の
算
出

は
入
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
橋

り
ょ
う
の
土
台
・
基
礎
だ
け
を
複

線
化
仕
様
に
し
た
場
合
は
ど
う
か
。

古
利
根
川
流
域
下
水
道
の
維

持
管
理
負
担
金
単
価
は
中
川

流
域
下
水
道
と
比
べ
大
き
な
格
差

が
あ
る
。
令
和
４
年
度
に
負
担
金

の
改
定
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

経
営
環
境
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、

流
域
下
水
道
の
格
差
是
正
に
向
け

た
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

こ
の
調
査
で
は
複
線
化
仕
様

で
の
橋
り
ょ
う
の
形
状
、
課

題
の
整
理
や
事
業
手
法
等
に
つ
い

て
分
析
・
検
討
を
想
定
し
て
い

る
。建
設
費
用
に
つ
い
て
は
概
略

設
計
も
無
く
ル
ー
ト
も
決
ま
っ
て

い
な
い
の
で
、
い
ず
れ
の
場
合
も

積
算
は
困
難
で
あ
る
。そ
こ
で
、他

の
設
計
事
例
を
参
考
に
お
お
ま
か

な
コ
ス
ト
比
較
を
実
施
す
る
。

格
差
是
正
に
向
け
、
中
小
流

域
の
下
水
汚
泥
を
大
規
模
流

域
で
一
括
処
理
し
た
り
、
農
業
集

落
排
水
を
接
続
し
た
り
広
域
化
・

共
同
化
を
進
め
た
。
ま
た
太
陽
光

発
電
の
売
電
益
を
累
積
赤
字
に
補

て
ん
し
た
。
今
年
中
川
水
循
環
セ

ン
タ
ー
で
全
国
最
大
級
の
設
備
が

運
用
さ
れ
、
そ
の
バ
イ
オ
ガ
ス
売

却
益
の
活
用
を
考
え
て
い
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
ま
だ
ま

だ
認
知
さ
れ
て
い
な
い
。
今

年
度
、
小
学
４
年
生
か
ら
高
校
３

年
生
ま
で
の
全
児
童
生
徒
、
教
職

員
に
向
け
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支

援
の
た
め
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
が
作

成
・
配
布
さ
れ
る
。
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
で
適
切
な
知
識
を
周
知
し
、
社

会
全
体
で
支
援
す
る
と
い
う
目
的

を
ど
う
果
た
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

本
県
に
お
け
る
令
和
２
年
度

の
Ｄ
Ｖ
相
談
件
数
が
前
年
度

比
約
１・２
倍
の
増
加
と
な
っ
た
。

政
府
の
「
コ
ロ
ナ
下
の
女
性
へ
の

影
響
と
課
題
に
関
す
る
研
究
会
」

報
告
書
に
あ
る
通
り
、各
世
代
に

ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
多
様
な
相
談

方
法
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
県
内
の
Ｄ
Ｖ
相
談
体
制
と
そ

の
周
知
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

身
体
障
害
者
補
助
犬
と
ユ
ー

ザ
ー
の
入
店
拒
否
等
に
関
す

る
相
談
が
後
を
絶
た
な
い
。
県
で

周
知
・
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る

が
、
継
続
性
が
肝
心
で
あ
る
。
新

た
な
取
り
組
み
を
含
め
周
知
活
動

を
行
う
と
と
も
に
、
県
の
職
員
研

修
、
障
害
者
と
補
助
犬
に
関
す
る

学
校
教
育
を
継
続
的
に
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
所
見
を
伺
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
学
生
か
ら
「
ア
ル

バ
イ
ト
が
減
っ
た
」
と
い
う
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
県
で
学
生
支

援
を
行
う
部
局
横
断
的
な
組
織
を

立
ち
上
げ
て
ほ
し
い
。
ま
た
「
学

び
の
継
続
の
た
め
の
学
生
支
援
緊

急
給
付
金
」
の
制
度
拡
充
な
ど
、

国
に
対
し
学
生
支
援
策
を
要
望
す

べ
き
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

県
で
は
、
児
童
養
護
施
設
出

身
者
に
向
け
多
様
な
支
援
メ

ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
る
が
、
利

用
者
増
加
に
向
け
、
ど
の
よ
う
な

ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
て
い
る
の

か
。ま
た
、自
立
支
援
資
金
貸
付
事

業（
※
４
）に
お
い
て
貸
付
を
給
付

に
で
き
な
い
か
。さ
ら
に
、支
援
メ

ニ
ュ
ー
が
実
際
の
進
学
率
や
仕
事

の
定
着
率
に
与
え
た
成
果
を
伺
う
。

聴
覚
や
視
覚
に
過
敏
症
状
を

持
つ
人
が
過
ご
し
や
す
い
よ

う
に
、
施
設
の
音
や
照
明
を
低
減

す
る
ク
ワ
イ
エ
ッ
ト
ア
ワ
ー
と
い

う
取
り
組
み
が
あ
る
。
知
事
が
常

々
言
っ
て
い
る
「
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
」
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

さ
い
た
ま
水
族
館
な
ど
県
有
施
設

に
お
け
る
導
入
を
検
討
で
き
な
い

か
所
見
を
伺
う
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
で
あ
る
児

童
生
徒
自
身
に
は
、
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
通
じ
て
相
談
で
き
る
人

や
窓
口
の
存
在
を
周
知
し
て
い

く
。
教
職
員
に
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
は
身
近
な
存
在
で
あ
る
と
い
う

認
識
の
下
、
児
童
生
徒
に
指
導
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
の
活
用
方
法
を
具
体
的
に

示
し
積
極
的
な
活
用
を
促
す
。

本
県
で
は
配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー（
※
５
）が
20

市
に
設
置
さ
れ
、
被
害
者
か
ら
の

相
談
や
自
立
支
援
に
取
り
組
み
、

県
警
察
本
部
や
国
の
24
時
間
受
付

の
電
話
相
談
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
、
多

様
な
相
談
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
な
ど
多
様

な
媒
体
で
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

障
害
者
が
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

る
補
助
犬
と
地
域
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
こ
と
が
重
要
。
そ

こ
で
広
報
や
啓
発
イ
ベ
ン
ト
で
理

解
の
促
進
を
図
り
、
飲
食
店
に
対

し
て
は
個
別
の
改
善
指
導
も
行

う
。
県
の
職
員
研
修
や
学
校
教
育

の
場
で
も
理
解
を
深
め
て
い
る
。

民
間
の
奉
仕
団
体
等
と
連
携
し
な

が
ら
更
な
る
普
及
促
進
に
努
め
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
ケ
ー
ス

で
は
、
専
門
部
署
の
新
設
よ

り
、
組
織
横
断
的
に
施
策
を
検
討

す
る
の
が
適
切
と
考
え
る
。
今
年

度
、
企
画
財
政
部
と
産
業
労
働
部

が
、
県
実
施
事
業
で
県
内
大
学
生

を
雇
用
す
る
仕
組
み
を
作
っ
た
。

ま
た
、
学
生
が
安
心
し
て
学
生
生

活
を
送
れ
る
よ
う
国
へ
支
援
を
積

極
的
に
要
望
す
る
。

施
設
退
所
時
に
支
援
メ
ニ
ュ

ー
な
ど
を
ま
と
め
た
冊
子
を

渡
し
、
施
設
に
対
し
て
も
退
所
後

の
サ
ポ
ー
ト
を
依
頼
し
て
い
る
。

貸
付
事
業
に
つ
い
て
は
現
在
完
全

な
給
付
型
と
す
る
よ
う
国
に
強
く

要
望
し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
元

年
度
進
学
率
は
28
・
６
％
と
目
標

を
上
回
り
、
退
所
後
３
年
の
離
職

率
は
初
め
て
５
割
を
切
っ
た
。

大
き
な
音
や
人
混
み
が
苦
手

な
家
族
が
い
て
も
楽
し
く
過

ご
せ
、
発
達
障
害
へ
の
理
解
が
進

む
な
ど
効
果
が
あ
る
。
課
題
を
整

理
し
、
さ
い
た
ま
水
族
館
な
ど
県

有
施
設
で
の
導
入
を
前
向
き
に
検

討
す
る
。
ま
た
、
ク
ワ
イ
エ
ッ
ト

ア
ワ
ー
の
意
義
を
広
く
周
知
し
、

商
業
施
設
の
先
進
事
例
の
紹
介
な

ど
積
極
的
な
情
報
発
信
を
行
う
。

6月22日（火曜日）

八子朋弘
（県民）

高橋稔裕
（自民）

関根信明
（自民）

6月21日（月曜日）

深谷顕史
（公明）

宮﨑吾一
（自民）

守屋裕子
（共産党）

6月18日（金曜日）

岡村ゆり子
（県民）

日下部伸三
（自民）

町田皇介
（民主フォーラム）

Ａ

Ａ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

ＱＱ

ＱＱ

一般質問

インフラ

福祉

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
新
し
い
分
野

で
あ
る
た
め
、
既
存
の
行
政

組
織
に
収
ま
ら
ず
担
当
部
署
が
は

っ
き
り
し
な
い
。
専
門
的
な
分
野

な
た
め
、
連
携
体
制
が
構
築
で
き

な
い
自
治
体
は
企
業
と
の
提
携
が

進
ま
な
い
。
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り

組
む
姿
勢
を
明
確
に
し
、
窓
口
と

な
る
部
署
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

e
ス
ポ
ー
ツ
は
ス
ポ
ー
ツ
分

野
だ
け
で
な
く
観
光
や
経
済

な
ど
多
面
的
な
要
素
を
含
む
た
め
、

各
分
野
の
有
用
性
を
生
か
し
た
取

り
組
み
や
連
携
が
必
要
で
あ
る
。

事
業
者
や
県
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
各
担
当
分
野
か
ら

の
多
角
的
な
視
点
や
関
係
団
体
と

の
つ
な
が
り
を
生
か
し
、
組
織
横

断
的
な
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

高
齢
化
の
進
む
地
域
で
は
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
が

課
題
と
な
る
。
そ
こ
で
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
高
齢
者
、障
害
者
、

子
育
て
、
就
労
な
ど
の
支
援
を
集

積
し
た
魅
力
的
な
拠
点
を
つ
く
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
拠
点

づ
く
り
は
、
埼
玉
版
ス
ー
パ
ー
・

シ
テ
ィ
に
な
る
と
考
え
る
が
所
見

を
伺
う
。

ま
さ
に
こ
れ
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
要
素
で
あ
る
「
コ
ン

パ
ク
ト
」
の
「
人
々
が
集
ま
り
交

流
す
る
、
地
域
に
開
か
れ
た
拠
点

の
形
成
」
に
合
致
す
る
。
こ
れ
に

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
な
ど
の

「
ス
マ
ー
ト
」、
災
害
へ
の
対
処
な

ど
の
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
」
の
二
つ

の
要
素
が
そ
ろ
え
ば
要
件
を
満
た

す
と
考
え
る
。

活力アップ

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

中
小
流
域
下
水
道
の
将
来
を

見
据
え
た
経
営
基
盤
の
強
化

架
け
替
え
が
決
定
し
て
い
る

Ｊ
Ｒ
川
越
線
荒
川
橋
り
ょ
う

の
複
線
化
仕
様
に
つ
い
て

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の

さ
ら
な
る
推
進
に
つ
い
て

Ｄ
Ｖ
相
談
増
加
へ
の
対
応

多
様
な
相
談
体
制
の
整
備
に

つ
い
て

身
体
障
害
者
補
助
犬
の
入
店
拒
否
等

を
解
消
す
る
た
め
の
周
知
活
動
と
職

員
研
修
、障
害
者
教
育
等
に
つ
い
て

学
生
の
貧
困
へ
の
緊
急
対
策

を
求
め
る

児
童
養
護
施
設
出
身
者
へ
の

支
援
に
つ
い
て

県
有
施
設
を
利
用
し
た
ク
ワ

イ
エ
ッ
ト
ア
ワ
ー
の
導
入
に

つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
関
連

ｅ
ス
ポ
ー
ツ（
※
２
）の

推
進
組
織
体
制
に
つ
い
て

埼
玉
版
ス
ー
パ
ー・シ
テ
ィ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
※
３
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
特
化
し
た
拠
点
づ
く
り

新
型
コ
ロ
ナ
関
連
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本会議の模様はインタ
ーネット中継でご覧に
なれます。下のQRコ
ードからアクセスでき
ます。

6月24日（木曜日）

吉良英敏
（自民）

細田善則
（自民）

梅澤佳一
（自民）

6月23日（水曜日）

山根史子
（民主フォーラム）

内沼博史
（自民）

浅井　明
（自民）

65
歳
未
満
の
方
へ
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
進
め
る
に
当
た

り
、
副
反
応
で
会
社
を
休
ま
ざ
る

を
得
な
い
こ
と
を
警
戒
し
て
接
種

を
見
合
わ
せ
る
可
能
性
も
あ
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
す
る
不
安
を

和
ら
げ
る
た
め
、
県
が
副
反
応
に

関
す
る
正
確
な
情
報
を
収
集
し
、

迅
速
に
県
民
や
企
業
に
発
信
す
る

べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
等
に
関

す
る
情
報
に
つ
い
て
は
国
か

ら
の
情
報
や
こ
れ
ま
で
の
知
見
を

県
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
提
供
に
努
め
て
い
る
。
ま

た
経
済
団
体
等
を
通
じ
、
企
業
に

も
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

従
業
員
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
配

慮
を
周
知
し
、
希
望
者
が
早
く
接

種
で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
る
。

利
根
川
と
渡
良
瀬
川
の
合
流

地
点
で
施
設
能
力
を
超
え
た

大
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
、
東
京

や
埼
玉
県
東
部
へ
の
甚
大
な
被
害

が
予
想
さ
れ
る
。
近
年
の
気
候
変

動
に
よ
り
水
害
の
激
甚
化
・
頻
発

化
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
下
で
、
過

去
の
被
害
を
繰
り
返
さ
な
い
た

め
、
今
後
の
治
水
対
策
を
ど
う
考

え
る
の
か
。

全
国
的
な
水
害
の
状
況
を
み

る
と
、
施
設
能
力
を
超
え
る

洪
水
の
発
生
回
数
が
増
え
る
認
識

を
持
つ
こ
と
が
重
要
。
防
災
・
減

災
が
主
流
と
な
る
社
会
の
形
成
を

目
指
し
流
域
治
水（
※
８
）の
展
開

を
加
速
す
る
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
国
に
対
し
、
本
県
の

治
水
安
全
度
向
上
の
た
め
河
川
事

業
の
推
進
を
要
望
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
よ
り
外
出
時
の

マ
ス
ク
着
用
は
新
し
い
生
活
様
式

と
な
っ
た
。
し
か
し
発
達
障
害
や

感
覚
過
敏
な
ど
マ
ス
ク
の
着
用
が

困
難
な
方
が
お
り
、
周
囲
か
ら
の

厳
し
い
視
線
や
心
無
い
批
判
を
受

け
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
し
た
方

々
が
生
活
し
や
す
い
よ
う
、
周
知

を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

医
療
機
関
に
対
し
、
感
染
対

策
に
精
通
し
た
医
師
等
ト
レ

ー
ナ
ー
を
派
遣
す
る
事
業
を
実
施

し
て
い
る
が
、
事
業
の
実
績
及
び

病
床
確
保
へ
の
貢
献
な
ど
の
効
果

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。
ま
た
派

遣
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
医
療

機
関
か
ら
医
師
や
看
護
師
を
短
期

間
受
け
入
れ
て
研
修
を
行
う
な
ど

事
業
を
拡
充
し
て
は
ど
う
か
伺
う
。

マ
ス
ク
の
着
用
が
困
難
な
方

へ
の
心
無
い
批
判
を
な
く
す

た
め
、
多
く
の
県
民
に
実
態
を
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。県
と
し
て
は
、広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
媒
体
を
活
用
し

て
周
知
を
図
り
、
思
い
や
り
の
あ

る
行
動
を
促
し
て
い
く
。
障
害
な

ど
に
よ
る
差
別
の
な
い
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

事
業
開
始
の
５
月
か
ら
こ
れ

ま
で
に
、
５
病
院
に
医
師
等

を
派
遣
し
、
中
等
症
お
よ
び
軽
症

病
床
を
14
床
確
保
し
た
。
受
け
入

れ
研
修
は
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
技
術

に
長
け
た
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
を
学

べ
る
た
め
有
意
義
で
あ
る
。
実
践

的
に
学
ぶ
研
修
と
す
る
た
め
、
受

講
側
、
指
導
側
双
方
の
意
見
を
伺

い
、
実
施
体
制
を
検
討
す
る
。

災害対策

保健・医療

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

その他の主な質疑・質問
●�新型コロナウイルス感染症対策について　優先順位・地域制
限のない接種券を配布すべき
●�一時保護所の在り方について　入所期間を短縮させるための
取り組み
●�新型コロナウイルスワクチン接種について　ワクチン接種の
有無による差別等への対応
●家庭学習におけるICT機器の活用について
●県立学校体育館におけるエアコン設置訓練の実施を
●�子どもの最善の利益を求め児童虐待の解決を　家族の再出発
に向けて保護者の支援強化を
●新型コロナウイルス感染症拡大の波を未然に防ぐために
●�県内病床使用率ひっ迫に備えた広域的な支援協定の締結につ
いて
●県庁舎の在り方検討の進捗について　本庁舎建替えの方向性
●移住促進とサテライトオフィス・テレワークの推進
●多胎児世帯に対する支援と環境整備について
●地方税財源の確保について～知事のリーダーシップ～
●�デジタルガバメントのアップデートを　デジタル庁発足に際
し人事派遣を
●ケアラー支援の普及啓発について
●さらなる広域行政の推進について　県内のごみ処理の広域化

用 語 解 説
※１　5者協議会の調査
　　�　JR川越線荒川橋りょう
の複線化仕様での架け替え
に関して検討するため、5
団体（さいたま市、川越
市、埼玉県、国土交通省、
JR東日本）により協議会が
設置されている。協議会に
より、複線化の実現に向け
て橋りょう架け替えの技術
的な課題や方策の可能性に
関して行われる調査のこと。

※２　eスポーツ
　　�　「エレクトロニック・ス
ポーツ」の略。コンピュー
ターゲームやテレビゲーム
を用いた対戦型ゲームなど
をスポーツ競技として捉え
る際の名称。

※３　�埼玉版スーパー・シティ
プロジェクト

　　�　超少子高齢社会のさまざ
まな課題に対応するため、
持続可能なまちづくりに市
町村とともに取り組むプロ
ジェクト。必要な拠点が集
積した魅力的な拠点を構築
する「コンパクト」、新技術
の活用などにより先進的な
共助を実現する「スマー
ト」、誰もが安心して暮ら
し続けられる持続可能な地

域を形成する「レジリエン
ト」の3つを要素とする。

※４　自立支援資金貸付事業
　　�　進学や就職により、埼玉県
内の児童養護施設などを退所
（里親委託の解除）した方が
自立に必要な資金（生活費や
家賃相当額など）を借りるこ
とができる事業。

※５　�配偶者暴力相談支援センター
　　�　「配偶者からの暴力の防止
及び被害者の保護等に関する
法律」により、ＤＶ被害者支
援の中心的な役割を担う。

※６　官民連携プラットフォーム
　　�　埼玉県SDGs官民連携プラ
ットフォームのこと。「ワン
チームで埼玉版SDGsを推進
する」という目的に賛同する
企業・団体などが随時入会で
きる官民連携の場。

※７　SDGsパートナー登録制度
　　�　持続可能な開発目標（SDGs）
の取り組みを自ら実施、公表
する県内企業や団体などを
「埼玉県SDGsパートナー」と
して登録する制度。

※８　流域治水
　　�　国、県、市町村、企業、住
民など、あらゆる関係者によ
り流域全体で水害を軽減させ
る対策。

本会議の様子

埼
玉
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
す

る
た
め
全
庁
で
推
進
体
制
を

整
備
し
、
検
討
さ
れ
て
い
る
。
豊

か
な
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
埼
玉
県

に
は
持
続
可
能
な
開
発
を
実
現
で

き
る
将
来
性
が
あ
る
。「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
」
を
理
念
と
す
る

埼
玉
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
２
年
目
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
主
な
取
り
組
み

の
成
果
と
今
後
の
展
開
を
伺
う
。

官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム（
※
６
）や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー

ト
ナ
ー
登
録
制
度（
※
７
）が
評
価

さ
れ
、
今
年
５
月
、
先
進
的
に
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
進
め
る
自
治
体
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」に
選
定
さ
れ
た
。

今
年
度
か
ら
新
た
に
ア
プ
リ
を
活

用
し
、
プ
ッ
シ
ュ
型
の
情
報
発
信

を
行
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
と

精
神
を
全
県
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
。

知事の県政運営方針

Ａ Ｑ 埼
玉
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に

つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

一
般
接
種
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
関
連

マ
ス
ク
が
で
き
な
い
方
々
が

い
る
と
い
う
こ
と
の
周
知
を

新
型
コ
ロ
ナ
関
連

ト
レ
ー
ナ
ー
派
遣
等
事
業

に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
関
連

利
根
川・荒
川
の
水
害
対
策

今
後
の
治
水
対
策
に
つ
い
て

3
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南第21区 朝霞市（定数2） 南第19区 蕨市（定数1）

東第4区 久喜市（定数2） 東第3区 加須市（定数2）

東第8区 越谷市（定数4）

南第2区 川口市（定数7）

南第6区 さいたま市見沼区（定数2）

南第1区 草加市（定数3）

南第5区 さいたま市大宮区（定数1）

南第11区 さいたま市緑区（定数1）

南第4区 さいたま市北区（定数2）

南第13区 上尾市・伊奈町（定数3） 南第12区 さいたま市岩槻区（定数1）

南第20区 戸田市（定数2） 南第18区 新座市（定数2）

西第2区 入間市（定数2）西第3区 飯能市（定数1）西第4区 狭山市（定数2）

西第11区 鶴ヶ島市（定数1） 西第10区 坂戸市（定数1） 西第9区 毛呂山町・越生町・
鳩山町（定数1） 西第8区 日高市（定数1） 西第7区 川越市（定数4）

北第4区 深谷市・美里町・寄居町（定数3） 北第3区 本庄市・神川町・上里町（定数2）

会派別所属議員数
会派名（略称） 議員数

埼玉県議会自由民主党議員団（自民） 49人
無所属県民会議（県民） 14人
埼玉民主フォーラム（民主フォーラム） 9人
埼玉県議会公明党議員団（公明） 9人
日本共産党埼玉県議会議員団（共産党） 6人
無所属改革の会（改革） 1人
無所属 1人

計 89人
（欠員4人）

令和3年7月20日現在

定
数
93・
選
挙
区（
52
）別

立
候
補
届
け
出
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

村む
ら
お
か岡

　
正ま

さ
つ
ぐ嗣

共
産
党

福
祉
保
健
医
療
委
員

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員

本も
と
き木

　
　

自
民

産
業
労
働
企
業
委
員

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
副
委
員
長

町ま
ち
だ田

　
皇こ

う
す
け介

民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

福
祉
保
健
医
療
委
員

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員

江え
は
ら原

久く

み

こ

美
子

県
民

議
会
運
営
副
委
員
長

企
画
財
政
委
員

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員

長な
が
み
ね峰

　
宏ひ

ろ
よ
し芳

自
民

企
画
財
政
委
員

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

醍だ
い
ご醐

　
　
清き

よ
し

県
民

総
務
県
民
生
活
委
員

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員

石い
し
か
わ川

　
忠た

だ
よ
し義

県
民

議
会
運
営
委
員

産
業
労
働
企
業
委
員

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員 

辻つ
じ

　
　
浩こ

う
じ司

民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

文
教
委
員

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員

萩は
ぎ
わ
ら原

　
一か

ず
ひ
さ寿

公
明

議
会
運
営
委
員

県
土
都
市
整
備
副
委
員
長

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員

中な
か
が
わ川

　
　
浩ひ

ろ
し

改
革

企
画
財
政
委
員

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員

石い
し
わ
た
り渡

　
　
豊ゆ

た
か

公
明

福
祉
保
健
医
療
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員

小お
が
わ川

真し
ん
い
ち
ろ
う

一
郎

自
民

環
境
農
林
委
員

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員
長

図
書
室
委
員

田た
む
ら村

　
琢た

く
み実

自
民

議
会
運
営
委
員

企
画
財
政
委
員

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員

木き
の
し
た下

　
高た

か
し志

自
民

議
長

産
業
労
働
企
業
委
員

金こ
ん
の野

　
桃も

も
こ子

県
民

福
祉
保
健
医
療
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員

千ち

ば葉
　
達た

つ
や也

自
民

企
画
財
政
副
委
員
長

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員

浅あ
さ
い井

　
　
明あ

き
ら

自
民

文
教
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
副
委
員
長

内う
ち
ぬ
ま沼

　
博ひ

ろ
し史

自
民

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員
長

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員

秋あ
き
や
ま山

　
も
え

共
産
党

環
境
農
林
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員

飯い
い
づ
か塚

　
俊と

し
ひ
こ彦

自
民

産
業
労
働
企
業
委
員

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
副
委
員
長

図
書
室
委
員
長

藤ふ
じ
い井

　
健た

け
し志

自
民

福
祉
保
健
医
療
委
員

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
副
委
員
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員

武た
け
う
ち内

　
政ま

さ
ふ
み文

自
民

環
境
農
林
委
員

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員
長

細ほ
そ
だ田

　
善よ

し
の
り則

自
民

企
画
財
政
委
員
長

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員

高た
か
は
し橋

　
稔と

し
ひ
ろ裕

自
民

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員

山や
ま
も
と本

　
正ま

さ
の乃

民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

議
会
運
営
委
員

福
祉
保
健
医
療
委
員

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員

蒲が
も
う生

　
徳の

り
あ
き明

公
明

総
務
県
民
生
活
委
員

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員

小こ
じ
ま島

　
信の

ぶ
あ
き昭

自
民

環
境
農
林
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員
長

図
書
室
委
員

関せ
き
ね根

　
信の

ぶ
あ
き明

自
民

総
務
県
民
生
活
副
委
員
長

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

小こ

や

の

谷
野
五い

つ
お雄

自
民

議
会
運
営
委
員

福
祉
保
健
医
療
委
員

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員

須す

が賀
　
敬た

か
し史

自
民

議
会
運
営
委
員

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員

木き
の
し
た下

　
博ひ

ろ
の
ぶ信

自
民

県
土
都
市
整
備
委
員
長

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
副
委
員
長

齊さ
い
と
う藤

　
正ま

さ
あ
き明

自
民

県
土
都
市
整
備
委
員

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員

高た
か
は
し橋

　
政ま

さ
お雄

自
民

県
土
都
市
整
備
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員

髙た
か
ぎ木

　
真ま

り理
民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

総
務
県
民
生
活
委
員

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員

深ふ
か
や谷

　
顕け

ん
じ史

公
明

産
業
労
働
企
業
委
員

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員

安あ
ん
ど
う藤

　
友と

も
き貴

公
明

企
画
財
政
委
員

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
副
委
員
長

［選挙区図］

●北選挙区

●西選挙区

●東選挙区

●南選挙区

議
員
名
簿

欠
員

欠
員

し
げ
る

欠
員

埼
玉
県
議
会
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令和3年（2021年）7月３１日（土）　埼玉県議会だよりNo．166

南第3区 さいたま市西区（定数1）

南第18区 新座市（定数2）

北第3区 本庄市・神川町・上里町（定数2） 北第2区 横瀬町・皆野町・長瀞町・
小鹿野町・東秩父村（定数1）

南第17区 志木市（定数1） 南第15区 北本市（定数1）

南第22区 和光市（定数1）

西第6区 富士見市（定数1）

北第1区 秩父市（定数1）

西第5区 ふじみ野市・三芳町（定数2）

西第12区 東松山市・川島町・吉見町（定数2）

南第10区 さいたま市南区（定数2） 南第9区 さいたま市浦和区（定数2）

南第16区 鴻巣市（定数2）

南第2区 川口市（定数7）

南第8区 さいたま市桜区（定数1） 南第7区 さいたま市中央区（定数1）

南第14区 桶川市（定数1）

南第21区 朝霞市（定数2）西第1区 所沢市（定数4）

西第7区 川越市（定数4）

西第13区 滑川町・嵐山町・
小川町・ときがわ町（定数1）

東第2区 羽生市（定数1） 東第1区 行田市（定数1） 北第5区 熊谷市（定数3） 北第4区 深谷市・美里町・寄居町（定数3）

東第7区 春日部市（定数3） 東第6区 白岡市・宮代町（定数1） 東第5区 蓮田市（定数1）

東第9区 八潮市（定数1）

東第4区 久喜市（定数2）

東第8区 越谷市（定数4）東第12区 吉川市・松伏町（定数1） 東第11区 幸手市・杉戸町（定数1） 東第10区 三郷市（定数2）

日く

さ

か

べ

下
部
伸の

ぶ
み三

自
民

総
務
県
民
生
活
委
員

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員

木き
む
ら村

　
勇い

さ
お夫

民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

議
会
運
営
委
員

県
土
都
市
整
備
委
員

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

平ひ
ら
ま
つ松

　
大だ

い
す
け佑

県
民

環
境
農
林
委
員

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員

岡お
か
だ田

　
静し

ず
か佳

自
民

議
会
運
営
委
員

福
祉
保
健
医
療
委
員
長

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員

中な
か
の野

　
英ひ

で
ゆ
き幸

自
民

県
土
都
市
整
備
委
員

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員

齊さ
い
と
う藤

　
邦く

に
あ
き明

自
民

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員
長

諸も
ろ
い井

　
真ま

さ
ひ
で英

自
民

環
境
農
林
委
員

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員

秋あ
き
や
ま山

　
文ふ

み
か
ず和

共
産
党

議
会
運
営
委
員

産
業
労
働
企
業
委
員

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員

松ま
つ
ざ
わ澤

　
　
正た

だ
し

自
民

企
画
財
政
委
員

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
副
委
員
長

塩し
お
の野

　
正ま

さ
ゆ
き行

公
明

文
教
委
員

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員

宮み
や
ざ
き崎

栄え
い
じ
ろ
う

治
郎

自
民

議
会
運
営
委
員

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員

鈴す
ず
き木

　
正ま

さ
と人

県
民

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員

水み
ず
む
ら村

　
篤あ

つ
ひ
ろ弘

民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

産
業
労
働
企
業
委
員

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員

守も
り
や屋

　
裕ひ

ろ
こ子

共
産
党

県
土
都
市
整
備
委
員

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員

阿あ

さ

み

左
美
健け

ん
じ司

自
民

県
土
都
市
整
備
委
員

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員

柿か
き
ぬ
ま沼

　
貴た

か
し志

県
民

県
土
都
市
整
備
委
員

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員

白し
ら
と土

　
幸ゆ

き
ひ
と仁

自
民

企
画
財
政
委
員

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員
長

図
書
室
委
員

吉き

ら良
　
英ひ

で
と
し敏

自
民

環
境
農
林
委
員
長

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員

立た
て
い
し石

　
泰や

す
ひ
ろ広

自
民

議
会
運
営
委
員
長

総
務
県
民
生
活
委
員

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員

浅あ

さ

の

め

野
目
義よ

し
ひ
で英

無
所
属

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員

並な
み
き木

　
正ま

さ
と
し年

県
民

総
務
県
民
生
活
委
員

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員

西に
し
や
ま山

　
淳じ

ゅ
ん
じ次

公
明

県
土
都
市
整
備
委
員

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

山や
ま
ね根

　
史ふ

み
こ子

民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

環
境
農
林
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員

図
書
室
委
員

新あ
ら
い井

　
　
豪ご

う

自
民

文
教
委
員

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員
長

権ご
ん
も
り守

　
幸ゆ

き
お男

公
明

警
察
危
機
管
理
防
災
副
委
員
長

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員

逢あ
い
ざ
わ澤

圭け
い
い
ち
ろ
う

一
郎

自
民

環
境
農
林
委
員

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員

岡お
か
む
ら村

ゆ
り
子こ

県
民

文
教
委
員

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員

髙た
か
ぎ木

　
功こ

う
す
け介

自
民

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員

図
書
室
委
員

中な
か
や
し
き

屋
敷
慎し

ん
い
ち一

自
民

議
会
運
営
委
員

文
教
委
員

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員

柳や
ぎ
し
た下

　
礼れ

い
こ子

共
産
党

文
教
委
員

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

八や

こ子
　
朋と

も
ひ
ろ弘

県
民

文
教
委
員

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員

小こ

く

ぼ

久
保
憲け

ん
い
ち一

自
民

福
祉
保
健
医
療
委
員

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

監
査
委
員

田た
な
み並

　
尚ひ

さ
あ
き明

民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員

岡お
か

　
　
重し

げ
お夫

県
民

産
業
労
働
企
業
委
員

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員

図
書
室
委
員

美み

た田
　
宗む

ね
あ
き亮

自
民

文
教
委
員
長

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員

白し
ら
ね根

　
大だ

い
す
け輔

民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

企
画
財
政
委
員

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員

図
書
室
委
員

荒あ
ら
き木

　
裕ゆ

う
す
け介

自
民

産
業
労
働
企
業
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員

監
査
委
員

新あ
ら
い井

　
一か

ず
の
り徳

自
民

県
土
都
市
整
備
委
員

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員
長

井い
の
う
え上

　
　
航わ

た
る

県
民

環
境
農
林
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員

渡わ
た
な
べ辺

　
　
大だ

い

自
民

福
祉
保
健
医
療
副
委
員
長

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員

横よ
こ
か
わ川

　
雅ま

さ
や也

自
民

総
務
県
民
生
活
委
員
長

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員

杉す
ぎ
た田

　
茂し

げ
み実

県
民

企
画
財
政
委
員

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員

図
書
室
委
員

山や
ま
ぐ
ち口

　
京き

ょ
う
こ子

自
民

文
教
副
委
員
長

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

図
書
室
委
員

宇う

だ

が

わ

田
川
幸ゆ

き
お夫

自
民

議
会
運
営
副
委
員
長

総
務
県
民
生
活
委
員

経
済・雇
用
対
策
特
別
副
委
員
長

永な
が
せ瀬

　
秀ひ

で
き樹

自
民

産
業
労
働
企
業
委
員
長

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員

図
書
室
副
委
員
長

宮み
や
ざ
き﨑

　
吾ご

い
ち一

自
民

県
土
都
市
整
備
委
員

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員

岡お
か
ち地

　
　
優ま

さ
る

自
民

副
議
長

文
教
委
員 

松ま
つ
い井

　
　
弘ひ

ろ
し

自
民

産
業
労
働
企
業
副
委
員
長

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員

前ま
え
は
ら原

か
づ
え

共
産
党

総
務
県
民
生
活
委
員

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員

図
書
室
委
員

松ま
つ
ざ
か坂

　
喜よ

し
ひ
ろ浩

県
民

議
会
運
営
委
員

福
祉
保
健
医
療
委
員

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員

神か
み
お尾

　
髙た

か
よ
し善

自
民

議
会
運
営
委
員

福
祉
保
健
医
療
委
員

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員

図
書
室
委
員

梅う
め
ざ
わ澤

　
佳よ

し
か
ず一

自
民

総
務
県
民
生
活
委
員

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員

橋は
し
づ
め詰

　
昌し

ょ
う
じ児

公
明

議
会
運
営
委
員

環
境
農
林
副
委
員
長

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

図
書
室
委
員

欠
員
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相
談
支
援
員
を
増
員
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
相
談
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

自
立
相
談
の
窓
口
で
は
、
生
活

の
困
窮
や
失
業
な
ど
今
後
の
生

活
に
つ
い
て
相
談
に
来
る
方
が
多

い
。支
援
に
当
た
っ
て
は
、相
談
内
容

を
よ
く
聞
き
取
っ
た
上
で
、
本
人
の

希
望
を
踏
ま
え
た
支
援
プ
ラ
ン
を
作

成
し
、
寄
り
添
っ
た
支
援
を
し
て
い

る
。

事
業
者
は
既
に
感
染
予
防
対
策

を
講
じ
て
い
る
と
思
う
が
、
既

に
実
施
し
て
い
る
部
分
に
も
支
援
金

は
給
付
さ
れ
る
の
か
。

感
染
防
止
対
策
へ
の
支
援
と
い

う
観
点
か
ら
、対
策
を
適
切
に

講
じ
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
、既
に
実

施
し
て
い
る
場
合
も
含
め
て
給
付
の

対
象
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
今
年
４
月
以
降
の
対
策

を
対
象
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
米
が
余
り
、
米
価
が

下
落
し
て
い
る
中
で
、
こ
の
事
業
は

影
響
を
受
け
て
い
る
農
家
に
ど
の
よ

う
な
効
果
を
も
た
ら
す
の
か
。

本
事
業
は
、
地
元
の
生
産
者
と

公
務
災
害
に
よ
る
障
害
の
た

め
、
常
時
ま
た
は
随
時
の
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
学
校
医
な
ど
に
支

給
す
る
も
の
。
今
回
の
改
正
で
は
、

条
例
で
定
め
る
月
額
の
上
限
額
お
よ

び
定
額
を
増
額
す
る
。
国
家
公
務
員

災
害
補
償
法
に
規
定
す
る
補
償
額
と

同
程
度
と
な
る
よ
う
定
め
て
い
る
。

今
回
は
小
規
模
で
分
散
し
て
い

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
と
り
ま
と
め

て
供
給
す
る
特
定
卸
供
給
事
業
に
対

す
る
課
税
方
式
を
規
定
す
る
改
正
だ

が
、
特
定
卸
供
給
事
業
の
本
県
へ
の

参
入
見
込
み
は
ど
の
程
度
か
。

令
和
４
年
度
か
ら
の
導
入
に
向

け
国
の
審
議
会
で
詳
細
な
制
度

設
計
を
行
っ
て
い
る
。
国
か
ら
は
現

時
点
で
参
入
見
込
み
を
立
て
る
の
は

難
し
い
と
伺
っ
て
い
る
。

国
の
月
次
支
援
金
は
、
前
年
ま

た
は
前
々
年
と
比
べ
て
、
売
上

減
少
率
が
50
％
以
上
の
事
業
者
を
対

象
と
し
て
い
る
が
、
県
は
な
ぜ
30
％

以
上
ま
で
対
象
を
広
げ
て
設
定
し
た

の
か
。売

上
減
少
率
50
％
以
上
の
事
業

者
は
全
体
の
27
％
で
あ
る
が
、

30
％
以
上
ま
で
広
げ
る
と
全
体
の
65

％
が
対
象
と
な
り
、
よ
り
多
く
の
事

業
者
を
支
援
で
き
る
た
め
設
定
し
た
。

屋
外
広
告
物
に
関
す
る
点
検
義

務
違
反
の
罰
則
は
今
後
、
検
討

す
る
の
か
。

新
た
な
罰
則
は
設
け
な
い
が
、

許
可
を
要
す
る
屋
外
広
告
物
が

点
検
さ
れ
て
な
い
場
合
、
許
可
の
更

新
を
受
け
ら
れ
な
い
。
許
可
の
更
新

を
受
け
ず
に
当
該
広
告
物
を
放
置
し

た
場
合
は
、
現
行
定
め
ら
れ
て
い
る

罰
則
が
適
用
さ
れ
る
。

公
務
災
害
補
償
に
お
け
る
介
護

補
償
と
は
何
か
。
ま
た
改
正
点

お
よ
び
改
定
額
の
根
拠
は
何
か
。

コ
ロ
ナ
禍
で
在
宅
時
間
が
増

え
、
特
殊
詐
欺
や
Ｄ
Ｖ
な
ど
の

増
加
が
考
え
ら
れ
る
が
、
本
県
の
被

害
状
況
は
ど
う
か
。

令
和
２
年
の
特
殊
詐
欺
の
認

知
件
数
は
１
０
２
６
件
で
、

前
年
に
比
べ
29
・
７
％
の
減
少
と

な
っ
た
。
Ｄ
Ｖ
の
相
談
件
数
に
つ
い

て
は
５
９
９
９
件
で
、
前
年
に
比
べ

16
・
２
％
増
加
し
過
去
最
多
と
な
っ

た
。

まん延防止等重点措置区域指
定に対する根拠を踏まえた総
合的判断などについて審査

新型コロナウイルス感染症
対策特別委員会

福
祉
保
健
医
療
委
員
会

特別委員会 常 任 委 員 会

　河川の水質保全の推進につ
いて審査

自然再生・循環社会対策
特別委員会

令
和
３
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
号
）に
つ
い
て

地
域
公
共
交
通
安
心
運
行
支
援
事
業
費

企
画
財
政
委
員
会

埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

総
務
県
民
生
活
委
員
会

令
和
３
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
号
）に
つ
い
て

新
市
場
開
拓
に
向
け
た
水
田
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業

環
境
農
林
委
員
会

産
業
労
働
企
業
委
員
会

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
県
土
都
市
整
備
委
員
会

文
教
委
員
会

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員
会

　地方分権改革、魅力ある地
域づくりについて審査

地方創生・行財政改革
特別委員会

　県の公社指導について、（公
社）埼玉県農林公社、埼玉県
土地開発公社および（公財）
埼玉県下水道公社における改
革の取り組みについて審査

公社事業対策特別委員会

　障害者の自立支援について
審査

少子・高齢福祉社会対策
特別委員会

　埼玉県経済の動向と経済・
雇用対策について審査

経済・雇用対策特別委員会

　大規模災害に対する事前の
備えについて審査

危機管理・大規模災害対策
特別委員会

　教育改革について審査

人材育成・文化・スポーツ
振興特別委員会

埼
玉
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
号
）に
つ
い
て

酒
類
販
売
事
業
者
へ
の
支
援

埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、学
校
歯
科
医

及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
号
）に
つ
い
て

生
活
困
窮
者
の
支
援
の
強
化

コ
ロ
ナ
禍
で
の
特
殊
詐
欺
、ド
メ
ス
テ
ィ

ッ
ク・バ
イ
オ
レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）、児
童
虐
待

に
関
す
る
本
県
の
状
況
と
対
策
に
つ
い
て

意見書・決議 意見書 12件を可決し、国に提出しました。また、決議 1件を可決しました。（●は全会一致での可決、○は賛成多数による可決）

●�新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の地方への速やかな交付
を求める意見書
●北朝鮮による全ての拉致被害者等の即時一括帰国を求める意見書
●警察官の増員を求める意見書
●�国産ワクチン・治療薬等の開発・生産についての早急な体制整備を求める意
見書
●医療従事者等への更なる支援を求める意見書
●産後ケア事業の新たな取組の推進を求める意見書

●�カーボンニュートラル実現に向け、再生可能エネルギーの比率を高める次
期エネルギー基本計画の策定を求める意見書
○�選択的夫婦別姓制度の導入に向けた国会審議の推進を求める意見書
○中華人民共和国による人権侵害問題に対する調査及び抗議等を求める意見書
○こども庁創設に関する意見書
○新型コロナウイルス感染症対策の更なる強化を求める意見書
○�学校教育におけるデジタルトランスフォーメーションを適切に進めるため
の意見書
●国産ワクチン・治療薬等の製造拠点の県内誘致を求める決議

6月定例会では、6月1８日、2８日に常任委員会を開き、補正予算・条例などの議案および請願の審
査などを行いました。審査の結果、議案15件を原案の通り可決すべきものと決定しました。また、
請願1件を採択、1件を趣旨採択、1件を不採択とすべきものと決定しました。
6月29日、30日には特別委員会を開き、付託案件の審査を行いました。

　6月 7日と定例会中の 4日間、会議を開き、本会議を円滑かつ効率
的に進行するため、議事日程、質疑質問者の人数、採決の方法や順序な
どについて会派間の協議を行いました。

委員会リポート report

議会運営委員会
宇田川幸夫
副委員長

立石泰広
委員長

江原久美子
副委員長

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

実
需
者
と
の
連
携
を
事
業
要
件

と
し
て
計
画
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
農
家
は
実
需
者
へ
安
定
し
た
価

格
で
出
荷
す
る
こ
と
が
で
き
、
経
営

の
安
定
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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今
定
例
会
で
は
、
わ
が
党
か
ら
９
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
に

関
わ
る
県
政
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
、
62
項
目
に
わ
た
り
質
疑
・
質
問
を
行
い
ま

し
た
。

ま
ず
、
最
重
要
課
題
で
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
こ
と
、
次
の
感
染
拡
大
の
波
へ
の
備
え

な
ど
を
た
だ
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
は
、
保
健
所
の
機
能
強
化
策
や
不
妊
治
療
の

助
成
制
度
の
拡
充
、
自
殺
防
止
対
策
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
な
ど
に
つ
い
て
質
問
い
た

し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
庁
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
活
用
、
広
域
行
政
の
さ
ら

な
る
推
進
な
ど
、
埼
玉
の
未
来
を
切
り
開
く
た
め
の
質
問
も
行
い
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
、森
林
の
循
環
利
用
の
推
進
や
川
の
再
生
事
業
、見
沼
田
ん
ぼ
の
保

全・活
用
と
い
っ
た
埼
玉
の
自
然
を
守
り
育
て
る
た
め
の
方
策
や
、J
R
川
越
線
の

橋
り
ょ
う
複
線
化
仕
様
に
つ
い
て
な
ど
、多
岐
に
わ
た
り
質
問
を
い
た
し
ま
し
た
。

私
た
ち
自
由
民
主
党
議
員
団
は
、
県
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
丁
寧
に
伺
い
な
が

ら
、
埼
玉
県
の
発
展
の
た
め
に
今
後
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

団
長
　
小
島
　
信
昭

埼
玉
県
議
会
自
由
民
主
党
議
員
団

6
月
定
例
会
で
は
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
な
ど
に
よ
る
影
響
を
受
け
て
い

る
事
業
者
支
援
に
係
る
経
費
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
感
染
防
止
対
策
の
実
施
に
要
す

る
経
費
、
お
よ
び
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
に
係
る
経
費
等
を
含
む
合
計
約
6
0
9

億
8
6
0
0
万
円
の
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
山
根
史
子
議
員
が
、
双
子
等
の
多
胎
児
世
帯
に
対
す
る
支
援

と
環
境
整
備
に
つ
い
て
な
ど
８
項
目
、
町
田
皇
介
議
員
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
貸
切
バ
ス
事
業
者
へ
の
支
援
、
県
有
施
設
を
利
用
し
た
ク
ワ

イ
エ
ッ
ト
ア
ワ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
な
ど
10
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
県
民
の
皆
さ
ま
の
生
の
声
を
議
会
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
会
派
と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
券
な
し
で
接
種
可
能
な
体
制
づ
く
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
る
事
業
者
に
対
す
る
協
力
金
等
、
早

急
な
通
学
路
の
危
険
箇
所
の
総
点
検
の
3
項
目
に
つ
い
て
知
事
に
要
望
し
ま
し
た
。

特
に
通
学
路
の
危
険
箇
所
の
総
点
検
に
つ
い
て
は
、
計
画
を
前
倒
し
す
る
旨
の
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
県
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
と
生
命
を
守
る
た
め
、
会
派
一
丸
と
な
り
皆
さ

ま
の
声
を
一
つ
で
も
多
く
議
会
に
届
け
て
ま
い
り
ま
す
。

代
表
　
田
並
　
尚
明

埼
玉
民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

本
定
例
会
に
は
高
齢
者
・
障
害
者
入
所
お
よ
び
通
所
施
設
の
職
員
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
拡
大
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
２
件
の
一
般
会
計
補
正
予
算
が
出
さ
れ
、
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
わ
が
党
も
紹
介
議
員
と
な
っ
た
「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
に
つ
い
て
の
意

見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
請
願
」
が
採
択
さ
れ
、「
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率
を
一
層
高
め
る
２
０

３
０
年
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
改
定
を
さ
れ
る
よ
う
、
国
へ
の
意
見
書
提
出
を

求
め
る
請
願
」
は
趣
旨
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
守
屋
裕
子
議
員
が
、
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
児
童
生

徒
の
観
戦
動
員
お
よ
び
聖
火
リ
レ
ー
の
中
止
、
荒
川
調
節
池
と
Ｊ
Ｒ
川
越
線
架
け

替
え
な
ど
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
奮
闘
す
る
県
職
員
の
長
時
間
労
働
問
題
を
取
り
上
げ
、
県

職
員
体
制
の
構
築
を
訴
え
、
知
事
は
「
未
曽
有
の
緊
急
事
態
と
は
い
え
職
員
に
こ

れ
ほ
ど
ま
で
の
時
間
外
勤
務
を
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
大
変
心
苦
し
く
思

っ
て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

今
後
も
県
民
の
い
の
ち
と
暮
し
を
守
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

団
長
　
柳
下
　
礼
子

日
本
共
産
党
埼
玉
県
議
会
議
員
団

今
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算
の
中
で
わ
が
会
派
が
知
事
に
要
望
し
て
い
た
「
売

り
上
げ
が
激
減
し
た
酒
類
販
売
事
業
者
へ
の
支
援
の
上
乗
せ
と
範
囲
拡
大
」
が
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
感
染
拡
大
防
止
策
と
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の

強
化
や
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
々
へ
の
支
援
の
た
め
の
予
算
な
ど
す
べ
て
の
議

案
が
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
岡
村
ゆ
り
子
議
員
が
、
一
時
保
護
所
の
在
り
方
、
離
婚
前
後
の

支
援
と
養
育
費
確
保
に
つ
い
て
な
ど
、
ま
た
、
八
子
朋
弘
議
員
は
、
県
内
病
床
使

用
率
ひ
っ
迫
に
備
え
た
広
域
的
支
援
協
定
の
締
結
、
県
立
高
校
の
南
北
格
差
是
正

に
つ
い
て
な
ど
の
質
問
・
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入
に
向
け
た
国
会
審
議
の
推
進
を
求
め

る
意
見
書
」に
つ
い
て
は
、わ
が
会
派
は
反
対
し
ま
し
た
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
わ
が
会
派
が
提
案
し
た
「
中
華
人
民
共
和
国
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に

対
す
る
調
査
及
び
抗
議
等
を
求
め
る
意
見
書
」
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
県
民
の
声
に
耳
を
傾
け
会
派
が
一
丸
と
な
っ
て
活
動
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

代
表
　
岡
　
重
夫

無
所
属
県
民
会
議

団
長
　
西
山
　
淳
次

埼
玉
県
議
会
公
明
党
議
員
団

今
定
例
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
各
種
の
条

例
改
正
案
や
高
速
道
路
料
金
改
正
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
補
正
予
算
に

は
、
わ
が
党
が
求
め
て
き
た
県
の
集
団
接
種
会
場
の
増
設
予
算
が
盛
り
込
ま
れ
た

こ
と
は
大
き
な
成
果
と
考
え
ま
す
。

一
般
質
問
に
は
深
谷
顕
史
議
員
が
登
壇
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
加
速
化
を
は
じ

め
、
感
染
症
専
門
医
等
の
ト
レ
ー
ナ
ー
派
遣
事
業
、
飲
食
店
の
感
染
防
止
対
策
強

化
な
ど
、医
療
現
場
に
取
材
し
て
得
た
具
体
的
な
コ
ロ
ナ
対
策
を
提
案
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
議
員
は
県
立
学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
、
県
が
エ
ア

コ
ン
本
体
の
設
置
で
は
な
く
電
源
の
整
備
の
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
疑
問
視

し
、「
設
置
訓
練
を
夏
の
時
期
に
行
い
、冷
房
効
果
に
つ
い
て
も
検
証
す
る
べ
き
」

と
訴
え
、
教
育
長
は
訓
練
実
施
と
デ
ー
タ
計
測
を
約
束
し
ま
し
た
。

加
え
て
6
月
初
旬
に
会
派
と
し
て
知
事
に
要
望
し
て
い
た
「
生
理
の
貧
困
対

策
」
に
つ
い
て
も
、
県
立
学
校
へ
の
生
理
用
品
の
配
備
や
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
、

市
町
村
を
通
じ
た
支
援
策
が
迅
速
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
感
染
防
止
と
社
会
経
済
回
復
の
両
立
を
目
指
し
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

主 要 会 派 か ら　～６月定例会～

詳しい放送スケジ
ュールは、随時ホ
ーページでお伝え
いたします。

進行役
荒木優里アナウンサー

「こんにちは県議会です」

放送予定日
主 要会派代表者に聞く

常任委員会だより

主要会派代表者
インタビュー
全3回

各常任委員長
インタビュー
全2回

県議会に関するさまざまな情報を分かりやすく
紹介しています。
番組の最後にはプレゼントコーナーもありま
す。ぜひご覧ください！

①8月22日
②8月29日
③9月  5日

①9月12日
②9月19日

日曜日
午前10時
から

県議会広報テレビ番組

請願
●�選択的夫婦別姓制度についての意見書を国に提出することを要望する請願
　…採択

●�カーボンニュートラル実現に向け、再生可能エネルギーの比率を一層高める
2030年エネルギー基本計画の改定をされるよう、国への意見書提出を求める
請願

　…趣旨採択

採択および趣旨採択された請願は次の通りです。
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この広報紙は、点字版とデイジー版（音声のみ）も発行しています。
ご希望の方は県議会事務局政策調査課広報担当（TEL.048-830-6257）にご連絡ください。

再生紙を使用しています。

� 埼玉県議会
フォトコンテスト

入賞作品の中から、「埼玉県議会だより」の表紙
や県議会ホームページなどに使用する写真を選
ばせていただきます。

どなたでもご応募いただけます！
複数の応募も可能です！

埼玉県議会議長賞・・・・・・・・・・・・・２点（A・ B各１点）
埼玉県議会副議長賞・・・・・・・・・・・２点（A・ B各１点）
入選・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14点（A・ B各７点）

ベストショット賞・・・・・・・・・・・・・２点（A・B各１点）
入選・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４点（A・B各２点）
特別賞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・若干数

埼玉の「四季」 埼玉の「四季」
テーマ

A
テーマ

A
テーマ

B
テーマ

B自由（フリーテーマ） 埼玉の「感動」

木下高 志議長と岡地 優副議長に聞く

第17回

作品募集中！

一般写真部門 モバイル写真部門

・埼玉県内で撮影された未発表のもの
・�平成31年1月1日以降に撮影されたもの
・合成写真、組写真は不可
・カラー写真（セピアなどは不可）

応募の条件

政治家を志したきっかけを
お聞かせください。

木下議長　政治家になる前は、自分の暮らす地域
を活性化させたいという思いから、長い間真剣に
まちづくりボランティアに取り組んでいました。
　まちづくりボランティアに取り組んでいると、
政治家の方々がさまざまなところに関わってきま
す。そうした政治家の方々に、時には協力してい

　はがきに右記のようにご記入の上、８月２５日（水）
（当日消印有効）までにお送りください。正解者の
中から抽選でプレゼントを差し上げます。
　当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代え
させていただきます。
　対象は、埼玉県内に在住・在勤・在学している方
のみとなります。

　埼玉県を代表するお土産を常時650種類以上販売しています。
　贈答品、引出物、記念品などにいかがですか？
　埼玉の旬の観光情報も発信しています。
〒330-8669　さいたま市大宮区桜木町1-7-5　
ソニックシティビル（２階）
10：00～18：00
定休日：日曜日・祝日（年末年始）
電話：048-647-4108

【個人情報の取り扱い】応募はがきは、抽
選とプレゼントの発送以外の目的には使
用いたしません。

１.クイズの答え
２.郵便番号
３.住所
４.�通勤通学先の市町村
名（県外にお住まい
の方のみ）

５.氏名・年齢
６.希望するプレゼント
７.�埼玉県議会だよりに
関するご意見

県議会ホームペー
ジからもご応募い
ただけます。

▶

〇〇に当てはまる数字は何でしょう。
第○○回埼玉県議会フォトコンテストの
作品を募集中です！

330-930163
埼
玉
県
議
会
事
務
局

政
策
調
査
課

「
県
議
会
ク
イ
ズ
」係

Ｑ県議会
� クイズ

埼玉県物産観光館�そぴあ

プレゼント
A 図書カード
１，０００円分 …20名様

… 5名様
【提供】 （一社） 埼玉県物産観光協会

▲

フォトコンテスト
　募集ホームページ

テーマA　議長賞
「鷺の舞い」

テーマB　�議長賞　
「ママと初桜」

テーマA　ベストショット賞　
「水晶玉に閉じ込めた秋」

テーマB　ベストショット賞　
「夏雲」

応募締め切り

11/10
水曜日

　募集チラシ裏面の応募用紙（コピー可）を作品の裏
に貼付して、下記送付先宛てに郵送していただくか、
直接お持ちください。
　募集チラシは、県議会事務局や各市町村などでお配
りしているほか、県議会ホームページからもダウンロ
ードできます。

※�上記以外のサイズ（サービス判など）は不可
A4または四つ切り（ワイド可）

作品送付先
�〒330-9301　さいたま市浦和区高砂3-15-1
�埼玉県議会事務局　政策調査課　広報担当

　下記のQRコードからメールアプリを起動し、メー
ル本文に記載された項目を入力して、応募作品を添付
して送付してください。
※�県議会ホームページからもご応募できます。
※特別賞は30歳未満の方の作品が対象です。

スマートフォンで撮影された
2～5メガ程度の画像データ（JPEG）

作品送付先
�宛先：s-gikai@bz04.plala.or.jp
�件名：県議会フォトコンテスト応募

第16回入賞作品

岡地優副議長木下高志議長

ただいたり、時には励まし
ていただいたりしていくう
ちに、いつの間にか自らも
政治家になって、もっと大
きな視点でまちづくりに携
わりたいと思うようになっ
ていました。
岡地副議長　議員になる前
は消防士をしておりまし
た。市民の安全に関わる仕

事にやりがいを感じていたため、もし議員の道を
選ばなければ定年まで勤め上げていたと思います。
　しかし、桶川市議会議員として日々奮闘してい
た父の姿に影響を受け、だんだんと自分自身もも
っと幅広く地域の役に立ちたいという気持ちが沸
き上がりました。そのことがきっかけで、政治の
世界に飛び込む決意をしました。

座右の銘は何ですか？

木下議長　「一人で見る夢はただの夢、みんなで
見る夢は現実になる。」というジョン・レノンの
言葉です。この言葉を座右の銘にしているのは、
前向きで素敵な言葉であるだけでなく、自分への
戒めの意味も込めています。
　議員として活動していく中で、独り善がりの政
策ではなく、みんなが賛同できるような政策を作
っていかなければならないと、この言葉を胸に刻
んでいます。

　ポストコロナの社会構築に向けた超スマート社
会「Society5.0の早期実現」や「災害に強い県土
づくり」をみんなで見る夢として、現実にしたい
と思っています。
岡地副議長　　「継続は力なり」という言葉で
す。一つのことに粘り強くコツコツ何度も取り組
むことは自分の性格にも合っていると思ってお
り、以前からこの言葉を信条にしています。
　高校時代に陸上競技で長距離をやっていたこと

が影響しているのだと思い
ます。毎日少しずつでも時
間を割いて練習を継続した
結果、駅伝では県予選４位
に入って関東大会まで進み
ました。その経験で、長く
続けていくことの大切さを
実感できたのだと思います。

「メールマガジン埼玉県議会」配信中！

県議会プロモーション動画配信中！

　定例会の会期予定や議決の概要な
ど、最新の情報をメールでお届けして
います。
　配信形式は、HTML版とテキスト版
のほかに、情報をコンパクトにまとめ
たショートテキスト版の3種類です。
　県議会ホームページでは、過去に発
行されたバックナンバーもご覧いただ
けます。

　親しみのある県議会づくりを進める
ためプロモーション動画を作成し、動
画配信サイトYouTubeで配信してい
ます。県議会ホームページからもアク
セスできます。
　また、右のQRコードを読み取って
いただくことで、動画の掲載ページへ
アクセスいただけます。

▲�県議会ホーム
ページ「メー
ルマガジン埼
玉県議会」へ

B 埼玉のお菓子
そぴあセレクト

17:00（必着）
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